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• 4/28作業報告
• 確認事項



4/28作業報告

• 4/28（木）9:00～17:30
• KEKB/BT line 測量

– 1998年の測量結果（by竹内氏）と比較
• 上流：二乗平均で、Δ～0.16mm。
• 下流：二乗平均で、Δ～0.23mm。

– この座標系でNew PF line の位置（Magnet、BPM）を
マークした。

– 今までの設計値とのずれ
• PF lineとの合流位置が約12.4mmずれていた。
• BH11ーBH12間の距離を正確に入れていなかった。
• BH11上流のdrift space長さを+23.8mm、BH12下流のdrift 

space を-70.1mm変更の必要あり。
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確認事項

• 夏の作業
– 解体

• 電磁石電線外しは、A社に依頼した。モニター類は、PFグ
ループ?

• 真空解体およびケーブル撤去
– PFグループ？
– 測量後、行う。

• PBマグネット撤去もPFグループに。
– LINAC側の新ケーブル

• 敷設は、マグネット関係をB社、真空関係とモニター関係をC
社が受け持つので、経路を相談しておくこと(5/19)。



シールド搬出



確認事項（続き）

• 放射線シールド確認
– BH12下流のシールドは必要か？


